
経営層

62.9%

管理職層

21.9%

一般従業員層ほか

15.2%

～20歳代

1.7%
30歳代

6.2%

40歳代

21.3%

50歳代

36.0%

60歳代

30.3%

70歳代～

4.5%

 「ウェルビーイング」という概念について、「十分に理解している（14.6%）」
「理解している（57.3%）」との回答を合わせると7割を超え、考え方の浸透が進んで
いることが伺える。ただし、「一般従業者層」と「管理職層」「経営層」では、理解度に
ギャップがある（Q1）。

 また、「ウェルビーイング」の取り組みに関して「重視する項目（Q2）」も職位で
ギャップがある。

 「成果の判定」を行っている会社は限定的だが、取組に対して「効果を実感している」
という回答は半数以上（Q6）。

 ウェルビーイングの取組みは多岐に亘るため、取組み開始までのハードルが高いようだが、
先進事例などの情報提供が進めば、さらなる機運醸成への動きが加速することが期待され
る。

Q.回答者の年代 （単一回答）

中部経済同友会 第33回 1000人の声プロジェクト

「中部圏企業におけるウェルビーイングの取り組みとその効果」

実施期間： 2023年12月12日～2023年12月31日

回答数：178件 調査対象：中部経済同友会 会員企業975社の経営層および関連部署社員

Q.回答者の職位 （単一回答）

1000人以上

53.3%

300人以上～

1000人未満

14.6%

100人以上～

300人未満

15.2%

50人以上～

100人未満

50人未満

9.6%

Q.企業規模 （単一回答）

n=178

n=178

1

n=178

7.3％



15.3%

12.8%

13.6%

56.8%

66.7%

45.5%

15.3%

15.4%

22.7%

9.0%

5.1%

18.2%

3.6%

0% 25% 50% 75% 100%

経営層

管理職層

一般従業員層

十分に理解している 理解している どちらともいえない

あまり理解していない 理解していない

Q１.（全員回答）
「ウェルビーイング」について、あなたはどの程度理解がありますか。 （単一回答）

十分に理解している

理解している

どちらともいえない

あまり理解していない

理解していない

14.6%

57.3%

15.7%

9.6%

2.2%

 7割以上が理解していると回答

 「一般従業者層」と比較すると 「管理者層」「経営層」の理解度が高い。

〇職位別でのクロス集計

2

n=177

n=177



Q２.（全員回答）
「ウェルビーイング」の取り組みについて、あなたが重視する項目は何ですか。（３つまで選択）

3

54%

61%

65%

21%

21%

16%

10%

30%

11%

0%

80%

33%

59%

28%

26%

21%

5%

31%

3%

0%

91%

46%

55%

18%

23%

5%

23%

23%

0%

0%

0% 25% 50% 75% 100%

多様な働き方の推進

健康経営の推進

社内コミュニケーション活性化

長時間労働の是正

社員のキャリア自立の支援

パーパス経営の推進

福利厚生の充実

社内環境の整備・充実

地域に根差した取り組み

その他

経営層 管理職層 一般従業員層

〇職位別でのクロス集計

n=178

多様な働き方の推進

社内コミュニケーション活性化

健康経営の推進

社内環境の整備・充実

社員のキャリア自立の支援

長時間労働の是正

パーパス経営の推進

福利厚生の充実

地域に根差した取り組み

その他

64.6%

62.4%

53.4%

29.2%

23.0%

21.3%

15.2%

10.1%

7.9%

1.1% n=178

 一般従業員は「多様な働き方」を重視し、

 経営層は「健康経営の推進」や、

「社内コミュニケーションの活性化」を

重視している。

Q３.（全員回答）あなたの会社は、従業員の「ウェルビーイング」に関するプログラムや
取り組みを実施していますか。

（単一回答）

 部分的取り組みも含め、「実施している」という回答が８割超

実施している

限定的だが、実施している

実施を検討している

実施していない

28.7%

54.5%

7.3%

n=1787.3%

経営層 管理職層 一般従業員層



Q４.（Q3で「取組実施中、実施を検討中」を選んだ方）
あなたの会社が、「ウェルビーイング」の取り組みを始めた（検討を始めた）理由は
何ですか。 （３つまで選択）

モチベーションの向上

生産性と効率性の増加

有能な人材の獲得

従業員のストレスと疲労の軽減

休職率と離職率の低下

創造性とイノベーションの促進

チームワークとコラボレーションの強化

社会的要請に合わせて

その他

無回答

65.2%

44.7%

38.5%

29.8%

28.0%

28.0%

26.1%

19.9%

2.5%

1.2% n=159

 組織のモチベーションの向上を期待する声が傑出して多い

〇職位別でのクロス集計
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n=159

39%

66%

40%

25%

26%

29%

35%

19%

4%

50%

68%

45%

37%

32%

24%

16%

21%

0%

71%

59%

29%

35%

24%

12%

29%

24%

0%

0% 25% 50% 75% 100%

生産性と効率性の増加

モチベーションの向上

有能な人材の獲得

休職率と離職率の低下

創造性とイノベーションの促進

チームワークとコラボレーションの強化

従業員のストレスと疲労の軽減

社会的要請に合わせて

その他

経営層 管理職層 一般従業員層

 一般従業員は「生産性と効率性の

増加」が最多、

 経営層は「モチベーションの向

上」を挙げる回答が最多となった。

経営層 管理職層 一般従業員層



Q５.（全員回答）あなたの会社が、「ウェルビーイング」に取り組む上で、差し当たって
最も障壁となっていることは何ですか。 （複数回答）

Q６. （Q3で取組実施中を選んだ方）
あなたの会社で、「ウェルビーイング」施策の導入後、従業員の健康状態やモチベーショ
ンなど成果を感じましたか。 （単一回答）

ウェルビーイングの効果の測定と評価の難しさ

従業員の多様なニーズへの対応の複雑さ

社内の認識が薄い

ウェルビーイングプログラムの設計と実行の
リソース不足

リーダーシップの不足

コスト的制約

その他

無回答

成果の判定を行い、効果がでている

成果の判定はこれからだが、効果を実感している

成果の判定はこれからであるが
効果は実感できていない

成果の判定を行い、効果がでなかった

27.5%

23.0%

16.9%

10.7%

7.9%

7.3%

5.1%

1.7%

12.8%

45.3%

38.5%

0.0%

n=178

n=143

 コストやリソースの制約より、効果の計測や、従業員の多様なニーズへの対応に悩む声が

多い。

5

 「効果が出ている」と「成果を実感できている」割合は半数以上



72%

44%

29%

30%

9%

27%

20%

4%

0%

0%

84%

43%

22%

27%

16%

30%

3%

8%

0%

0%

94%

24%

18%

6%

0%

12%

6%

6%

6%

0%

0% 25% 50% 75% 100%

従業員サーベイ

離職率の推移

残業時間の減少幅

健康診断の受診率や結果

健康関連プログラムへの参加率

メンタルヘルス関連の相談件数

プロジェクトの目標達成率

研修プログラムへの参加数

その他

測定・判定していない

経営層 管理職層 一般従業員層

Q７. （Q3で取組実施中を選んだ方）「ウェルビーイング」施策について、
成果はどのように測定・判定しますか（予定含む）。

（３つまで選択）従業員サーベイ

離職率の推移

健康診断の受診率や結果

メンタルヘルス関連の相談件数

残業時間の減少幅

プロジェクトの目標達成率

健康関連プログラムへの参加率

研修プログラムへの参加数

その他

測定・判定していない

38.5%

26.1%

26.1%

24.2%

13.7%

9.3%

5.0%

0.6%

2.5%

n=151

68.9%

 従業員サーベイで成果測定をしている企業が大多数。

〇職位別でのクロス集計

 「経営層・管理職層」からは、

「離職率」などの経営指標や、

健康経営に関する指標にも一定数の回答が

集まった。

6

n=151

経営層 管理職層 一般従業員層

（３つまで選択）



Q８. （全員回答）
今後「ウェルビーイング」の取り組みを始める、または充実させるためには、どのような
サポートや資源が必要と考えますか。 （３つまで選択）

情報提供（ベストプラクティスと成功事例）

企業向けの教育プログラミング

取組の評価ツール

政府や経済団体からの情報提供
（ガイドライン・成功事例）

取組に対するインセンティブ
（税制優遇、特別償却等）

専門家によるコンサルティング

地域全体で機運を醸成する取組み

53.4%

39.3%

39.3%

35.4%

33.1%

24.7%

12.4%
n=173

ご協力ありがとうございました
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